
 SSSCCCHHHIIIEEEDDDMMMAAAYYYEEERRR      
 
 

ピアノ／チェレスタ製造の 
伝統を受け継ぐ一族の歴史 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

エアランゲン 
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ヴェンドリンゲン（シュトゥットガルト郊外） 
現在のシードマイヤー社の本社 

1735年創業の老舗楽器メーカー 



  

シードマイヤー・チェレスタ社  

ピアノ作りの名工たち 
 
シードマイヤー家は、2011年に創業者バルタザール・シードマイヤーの生誕 300年を
迎えました。この楽器界の記念すべき節目にあたり、エアランゲンのピアノ製造所が

ヴェンドリンゲンに移り、今日の「シードマイヤー・チェレスタ社」に至った道のり

を振り返ります。  
 

シードマイヤー家は、275 年以上にわたり鍵盤楽器の製造を手がけています。次々に進化し
ていく手作業の楽器作りを 300年にわたって代々受け継いでいる一族は、楽器製作の歴史で
も稀な存在です。 
 

ピアノ名門メーカーへの第一歩  
1711年 10月 25日、ピアノ名門メーカーの祖となるバルタザー

ル・シードマイヤー（Balthasar Schiedmayer）がエアランゲンに

誕生します。バルタザールは家具作りの修業を積み、1735 年に

クラヴィコードの 1作目を製作します。当時、楽器製作はたいが

い家具職人が手がけていました。それには試作が一定の水準に達

したことを証明する役所の認定が必要で、エアランゲンの住民登

録簿にはバルタザールがオルガン／ピアノ製作者として記され

ています。偉大な作曲家、オルガニストであったクリスティア

ン・フリードリヒ・ダニエル・シューバルト（Christian Friedrich 

Daniel Schubart）も、その得意客の一人でした。シューバルトの

回顧録には 1791年にこのような記述があります。『当時、私はエ

アランゲン随一のピアニストであり詩人であった。（中略）若気

の至りで友人と騒ぎ周っていた。勝手気ままに、頭も使わず、努

力もせず、お金を惜しむことなく。借金が積み重なり、遂には債

権者に訴えられ幽閉の身となる。その 4週間、友人やさめざめと

涙を流して悲しむ彼女が訪ねてくると、そしてシュットマイヤー

（Schüttmayer）の素晴らしいピアノを弾いていると、囚われの身

であることをしばし忘れられた…』 
 
腕利きの三人息子  
残念ながら、バルタザール・シードマイヤー作の楽器で現存するものはありません。バルタザー

ルは 1781年 10月 5日に死去し、エアランゲンの劇場通り 27番地の住居兼工房と該博な知識は

3人の息子ヨハン・クリストフ・ゲオルク（Johann Christoph Georg、1740-1820）、アダム・ア

ハティウス（Adam Achatius、1745-1817）、ヨハン・ダーフィト（Johann David、1753-1805）

に受け継がれました。長男のヨハン・クリストフ・ゲオルクはノイシュタット・アン・デア・ア

イシュに移り、有名なクラヴィコード職人となりました。作業日誌が残っていないため、製作し

た楽器や顧客の詳細は不明ですが、シュトゥットガルト州立博物館やアメリカのボストン美術館

などに数台のクラヴィコードが残っています。次男のアダム・アハティウスもピアノ職人で、生

涯をエアランゲンで過ごしました。その息子ヨハン・エアハルト（Johann Erhard）の 1818年製

のスクエアピアノが残っており、2011年 10月 16日の生誕 300年記念式典で演奏されました。 
 
 

創設者バルタザール・ 
シードマイヤーの生家 



  

 

 
 
ピアノ職人としての評判  
3 人のうち最も名を知られていたのは、三男のヨハン・ダーフィトです。父のもとでピアノ製作

の基礎を学び、1781年に独立して工房を構えるとまたたく間にピアノ職人としての評判が広まり

ます。1778年からアウグスブルクのヨハン・アンドレアス・シュタイン（Johann Andreas Stein）

のもとで製作をしていましたが、1781年父の死去に伴いエアランゲンに戻りました。後年、彼の

高い要求に応えられる唯一の細工職人を追ってニュルンベルクへ移ります。シュピッツベルク 5

番地にあったニュルンベルクの工房は、第二次世界大戦で破壊されました。シードマイヤーの工

房では一台のハンマーフリューゲルに 2～4カ月を費やし、多少の差はあれヨハン・ダーフィト自

らが手をかけていました。製作期間の長さは楽器の精巧さに現れており、今日でも名器として通

用するほどです。その一台である 1783 年製の 7 作目のハンマーフリューゲルも、2011 年 10 月

16 日の記念式典で演奏されました。幸運なことにヨハン・ダーフィトの作業日誌が残っており、

この 7作目についてこんな記述があります。「7作目はヴュルツブルクの聖堂参事会員のフォン・

ケルペン氏の手に渡る。大いなる賞賛を得た。値は 300フローリン也。1783年 12月 5日に完成、

自らヴュルツブルクへ納品に出向く」 
 

 
 
 
 
 

ヨハン・ダーフィト作のハンマーフリューゲル No.7（1783年製）を弾く古楽器収集・
演奏家のシルヴィア・アッカーマン 

ヨハン・エアハルト作のスクエアピアノ

（1818年製） 



  

 
素晴らしきフォルテピアノ  
カール・フリードリヒ・クラーマーも自らの出版する『音楽雑誌（Magazin der Musik）』（Hamburg 

1783-87. II/1, p. 26）でこの楽器に触れています。「1783年 12月エアランゲンの音楽関係者（中

略）p.s.前週にこの地の楽器製作者ヨハン・ダーフィト・シードマイヤー氏が完成させ、ヴュルツ

ブルクへ納品される素晴らしきフォルテピアノも注目に値する。これまで彼が手がけたすべての

楽器と同様に、実によい出来映えである」 

 
宮廷楽器製作者  
ヨハン・ダーフィトは長い間患い、帝国自由都市であったニュルンベルクで人生を終えました。

その知らせにはこう記されています。「1805年 3月 20日、ブランデンブルク公国の宮廷楽器製作

者であり当地の自国産業推進協会の名誉会員であるヨハン・ダーフィト・シードマイヤー氏が 52

歳で死去。楽器製作の多大な才能により後世に名を残す」 
 
拠点をシュトゥットガルトに  
その次の世代には、ヨハン・ダーフィトの息子であり、バルタザールの孫の中で最も名を知られ

るヨハン・ローレンツ（Johann Lorenz、1786年エアランゲン生‐1860年シュトゥットガルト没）

がいます。シードマイヤー家がシュトゥットガルトへ移ったのは彼の時代です。ヨハン・ローレ

ンツは父のもとで修業し、当初は父の工房を受け継ぎましたが、1806年にニュルンベルクがバイ

エルン王国に併合されると、知人のシュトライヒャー夫妻（アンドレアスとナネッテ）がピアノ

工房を構えるウィーンへ移ります。ヨハン・ローレンツはそこでルードヴィヒスブルク出身の若

いピアノ職人カール・フリードリヒ・デュドネ（Carl Friedrich Dieudonné）と出会います。フラ

ンス軍による 2 度目のウィーン占領を機に、二人はウィーンを出てヴュルテンブルク王国の都シ

ュトゥットガルトに行くことを決意します。こうして、シュトゥットガルトのシャルロッテ通り

4番地（建物の奥側）に「Dieudonné und Schiedmayer」が設立されました。二人は作業の向上

に努め、イギリス式のアクションも導入しました。二人の会社の評判は、またたく間にシュトゥ

ットガルト外にも広がりました。 
 
シュトゥットガルトの新社屋  
次々に注文が増えて工房が手狭となり、1821年にはネッカー通り（現コンラート・アデナウアー

通り）に宮廷建築家トゥーレが建てた自社社屋へ移転します。当時のシードマイヤー家の敷地に

は現在、歴史博物館とシュトゥットガルト音楽演劇大学（1857年設立）があります。これは、ヨ

ハン・ローレンツが同大学の前身である音楽学校の設立メンバーであったことに関係しています。 
 
 
 

ヨハン・ローレンツ・シードマイヤー ヨハン・ダーフィト・シードマイヤー 



  

ピアニスト用の小冊子  
デュドネとシードマイヤーは、1824年に『フォルテピアノの正しい知識と取り扱いに関するガイ

ド−とくにシュトゥットガルトのデュドネ／シードマイヤーの工房で製造された楽器の演奏・調

律・メンテナンスについて』と題する小冊子を出版しました。このリプリントが 1994 年にエリ

アンヌ・シードマイヤー（Elianne）により出版されています。とくに、ドイツ式・イギリス式の

アクションに関する部分は、ピアノ職人にも参考になる内容となっています。 
 

ヨハン・ローレンツの時代  
1825 年にデュドネが死去。ローレンツは単独経営者と

なり、すべての作業を一人で背負うことになりました。

ローレンツはこれを見事に切り抜け、顧客リストはペー

ジを増やし、ローレンツの楽器は周辺の国々にも納めら

れます。フリードリヒ・ジルヒャー、クララ・シューマ

ン、フランツ・リストなど名ピアニストや作曲家もシー

ドマイヤー家と懇意にしていました。2011 年 10 月 16

日の記念式典では、ヴォルフガング・ザイボルト博士に

より「フランツ・リストとシードマイヤー家との関係」

と題する講演が行われました。 
 
ドイツ初のハルモニウム製造所  
ヨハン・ローレンツの四人の息子と一人の娘は、いずれ

もピアノ職人となりました。1845 年には長男アドルフ

（Adolf）と次男ヘルマン（Hermann）が父の製造所の

共同所有者となり、宮廷ピアノフォルテ製造所

「Schiedmayer & Soehne Stuttgart」が設立されます。

ヨハン・ローレンツは三男ユリウス（Julius）と四男パ

ウル（Paul）にパリでハルモニウム製作の修業を積ませ

ます。シュトゥットガルトに戻った二人のために、父は

1853 年にネッカー通りの社屋のそばにハルモニウム工

房を建てます。その後、ドイツ初のハルモニウム製造所

「 J & P Schiedmayer 」（ 後 の 「 Schiedmayer 

Pianofortefabrik」）が設立されました。 
 
一族内の競合  
シュトゥットガルトのシードマイヤー家の製造所は 2カ

所となり、本社である「Schiedmayer & Soehne」では

ピアノ製造、新設した「J & P Schiedmayer」ではハル

モニウム製造と分業体制が敷かれました。ところが 1860

年に一族の長であるヨハン・ローレンツが死去すると、

その遺志に反して三男・四男がピアノフォルテの製造に、

長男・次男がハルモニウムの製造に乗り出し、互いに競

合関係となります。 
 
 

1809 シュトゥットガルトに 

Dieudonné Schiedmayer設立 

1821 シュトゥットガルトのネッカー 

 通りに製造所を移転 

1845 Schiedmayer & Soehne設立 

1853 J & P Schiedmayer設立（後の 

Schiedmayer Pianofortefabrik） 

1890 チェレスタの製造を開始 

第二次世界大戦 社屋が被災 

1969 シュトゥットガルトからアルト 

バッハへ移転 

1969 ゲオルク・シードマイヤーが 

Schiedmayer Pianofortefabrikを

引き継ぐ 

1980 ピアノ製造の材料をイバッハ社 

へ売却 

1980 Schiedmayer & Soehneを 

 Schiedmayer & Soehne GmbH  

& Co. KG.に改組 

1980 ピアノ製造を打ち切り、チェレ 

 スタと鍵盤グロッケンシュピー 

 ルの製造に専念 

1985 ヴェルナウへ移転 

1992 ゲオルク・シードマイヤー死去。 

 エリアンヌ・シードマイヤー（旧 

姓 Villard）が引き継ぐ 

1995 Schiedmayer Celestabau GmbH 

 設立 

2000 ヴェンドリンゲンへ移転 

2003 Schiedmayer Celestabau GmbH 

か ら Schiedmayer Celesta 

GmbHへ改称 

2011 ピアノ名門メーカー・シードマ 

 イヤー社の創設者バルタザール・ 

シードマイヤーの生誕 300周年 

 



  

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

2社以外の会社 
この 2社以外にもシードマイヤー一族の会社がありました。
ヨハン・ローレンツの娘ルイーゼ（Louise、1824-1888）は

カール・ミュラー（Karl Müller）と結婚、息子のエルヴィン・

ミュラー＝シードマイヤー（Erwin Müller-Schiedmayer、

1848-1927）は「J & P Schiedmayer」と「Schiedmayer & 

Soehne」、さらにニューヨークの Steinway & Sonsでピアノ

製 作 の 修 業 を 積 み 、 1874 年 に ヴ ュ ル ツ ブ ル ク で

「Pianofortefabrik Müller-Schiedmayer」を開業します。この

ミュラー＝シードマイヤーの家系は次のエルヴィン［子］

（Erwin、1898-1977）の代までピアノ製作を手がけました（製

造所は第二次世界大戦で被災）。1968 年にはミュンヘンのピ

アノ販売会社 Karl Langに買収され、2001年にはピアノ販売

会社 Steinway-Haus Münchenの傘下に入りました。 
 
好況の波に乗って  
1860年に死去したヨハン・ローレンツは、自らの人生をかけ

て築き上げた製造所を息子たちに遺しました。その規模は工

房どころかもはや工場並で、数々の賞を受けています。1861

年に次男ヘルマンが父の後を追うように亡くなり、長男アド

ルフが「Schiedmayer & Soehne」を一人で背負うことになり

ます。19世紀末の好況の波に乗って製品は世界各地へ輸出さ

れ、「Schiedmayer & Soehne」には数々の賞・メダル・名誉

学位が授与されました。 
 
王国御用達  
堅実なアドルフは、受注が増えても代々受け継がれてきた教

えを忘れず、品質と常日頃のスタッフの指導・監督を重んじ

て会社の名声を守ります。それでも、一人での経営には限界

があり、世界の一流メーカーで修業を積んだ息子のアドルフ

（Adolph）と甥のヘルマン（Hermann）が彼を補佐するよう

になり、1875年にヴュルテンベルク王国御用達の指名を受け

る「Schiedmayer & Soehne」の共同経営者となります。アド

ルフ［子］はシュトゥットガルトおよび王国における功績を

認められ、1881年に“商工業顧問官”の称号を受けています。 

 
シュトゥットガルトの 2社時代  
当時のドイツ南部で最大級のピアノ製造メーカーとなった

「Schiedmayer & Soehne」と「J & P Schiedmayer」には、

シュトゥットガルトの 2つの工場のほかに、ウルムとプロヒ

ンゲン（シュトゥットガルト郊外）に支部、そしてベルリン

とザールブリュッケンに営業所がありました。「J & P 

Schiedmayer」はアップライトピアノ、ハンマークラヴィー

ア、グランドピアノ、ハルモニウムに加えて、1890年からチ

ェレスタの製造も始めます。ラインナップには、ハルモニウ

ムとチェレスタを合体させたSchiedmayer-Scheolaなどの混

合楽器、フープフェルト社のメカニズムを用いた自動ピアノ

Phonolaなど、今では姿を消してしまった楽器もありました。 

商工業顧問官の称号を受けた

アドルフ・シードマイヤー 

ネッカー通り 16 番地の
Pianofortefabrik Schiedmayer 
& Soehneの製造所 

ネッカー通り 12-14 番地の
Pianofortefabrik Schiedmayer
（旧 J & P Schiedmayer） 

Shiedmayer Celesta GmbHの
社屋 

ア ル ト バ ッ ハ の

Pianofortefabrik Schiedmayer
の製造所 



  

築き上げてきたものが無に帰す  
1909 年にはシュトゥットガルトでの創立百

周年の式典が催されました。祝賀客にはヴュ

ルテンベルク王ヴィルヘルム 2世と女王シャ

ルロッテの姿もありました。その 5年後に第

一次大戦が勃発しようとは誰も夢にも思いま

せんでした。戦争は、国境の閉鎖や資材と労

働力の不足などさまざまな障害をもたらしま

した。1919年、アドルフ［子］は甥のグスタ

フ（Gustav、ヘルマン［子］の息子）とどう

にか営業を再開します。25年後の第二次世界

大戦でも、シードマイヤー家は資材と労働力

の不足、国外の顧客との音信不通といった状

況に追い込まれました。社屋は 3度空襲に遭

いました。3度目は 1944年 7月 26日から 27

日にかけての真夜中のことで、土台を除くす

べてが焼失。シードマイヤー家がシュトゥッ

トガルトで築き上げてきたものが無に帰し、

会社は大打撃を受けました。 
 
戦後の復興  
終戦直後の 1946 年、多くの人が失意のどん

底にありました。それでも、ヨハン・ローレ

ンツのひ孫にあたる当時の社長グスタフ

（Gustav、1883-1957）は諦めることなく、9

月には手元の資材で仮営業を再開します。60

年代、グスタフと息子のゲオルク（Georg、

1931-1992）は近代設備の整った本格的な社

屋の建設を計画し、何度も建築申請を提出し

ますが、許可は降りず、遂には文化施設の計

画を理由にその地での再建が禁じられてしま

いました。1969年には土地収用の命令が下り、

創業の地を立ち退かされます。現在その場所

には、歴史博物館とシュトゥットガルト音楽

演劇大学が建っています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

チェレスタ  
 
チェレスタは 1886 年にパリのハルモニウム、

オルガン職人のシャルル・ヴィクトル・ミュス

テルによって発明されました。この特許の原本

（No. 176.530）は、パリのフランス産業財産

庁（INPI）にあります。ミュステル氏が“チェ

レスタ”と名付けたこの新楽器の独自性は、音

を出す方式にあります。チェレスタは構造が他

の鍵盤グロッケンシュピールと異なっており、

鍵盤を操作すると、フェルトハンマーが木製の

共鳴箱の上にある金属製の音板を上から叩き

ます。ミュステル氏の特許明細書では、アップ

ライトピアノもしくはグランドピアノのアク

ションの使用が除外されています。また、グラ

ンドピアノのアクションではチェレスタのア

クションとは異なる音が出ることは自明の理

です。オーケストラの楽器としては新顔のチェ

レスタは、ほどなく当時の作品に採り入れられ

ました。チャイコフスキーもその一人で、1891

年にパリの滞在中に出会ったチェレスタを「く

るみ割り人形」のメルヘンチックな『金平糖の

精の踊り』に採り入れています（初演：ザンク

ト・ペテルスブルク、1892年）。ミュステル氏

がこれと定めた、まごうことのないアクション

によって生み出されるチェレスタの“妙なる”

音色は、今でも作曲家、演奏家、そして老若男

女の聴衆を虜にしています。チェレスタは、オ

ーケストラ楽曲や室内楽にとどまらず、ポップ

スなどの軽音楽、映画音楽、ミュージカル、さ

らにはラジオドラマや CM にも登場していま

す。 
ヴィクトル・ミュステル作の

チェレスタ第一号 



  

アルトバッハでの製造  
同じく 1969 年、ゲオルクはパウルの孫マックス（Max）とハンス（Hans）から「Schiedmayer 

Pianofortefabrik」（旧「J&P Schiedmayer」）を引き継ぎ、単独経営者・所有者となります。

「Schiedmayer & Soehne」の楽器製造は、幸いなことに戦禍を逃れたアルトバッハの

「Schiedmayer Pianofortefabrik」の製造所へと場所を移します。 
 
ピアノ製造に終止符  
その後、飽和状態だった市場にアジアのメーカーが参入して競争が激化し、1980年にピアノの一
貫製造が打ち切られます。業務提携を結んだイバッハ社（Ibach）がシードマイヤーのブランド名
でピアノを製造しますが、思うような展開にはならず、ゲオルクは早々に手を引きます。これに

より、イバッハ社が製造するシードマイヤー・ブランドのピアノには、創業 1735 年のシードマ
イヤー家との関わりがなくなりました。Roth & Junius、Young Chang、Concorde、Kawai、Sauter、
Seiler、Steinbergerなどのメーカーがイバッハ社の委託で製造した“シードマイヤー”ブランド
のピアノについても同様で、シードマイヤー家のピアノ製造には完全に終止符が打たれました。

ただし、「Schiedmayer & Soehne」と「Pianofortefabrik Schiedmayer」（旧「J&P Schiedmayer」）
の 2社、そのロゴと商標はイバッハ社に譲渡されませんでした。 

引き続きゲオルクとエリアンヌ夫妻が所有していた「Pianofortefabrik Schiedmayer」（旧「J&P 
Schiedmayer」、シュトゥットガルトの商業登記簿番号 HRA761）は休眠状態にあり、2008年に
区裁判所の整理作業により解散に至りました。 
 
チェレスタの専門メーカーに  
「Schiedmayer & Soehne」では、「Schiedmayer Pianofortefabrik」（旧「J&P Schiedmayer」）
を引き継いだ関係で、1969年からもう一つの主力製品としてチェレスタの製造も手がけていまし

た。シードマイヤー家のチェレスタ製造の伝統は 1890 年、つまりヴィクトル・ミュステルがこ

の楽器を産み出してからわずか 4年後に遡ります。 

「Schiedmayer & Soehne」は 1980年、ゲオルクと母ヘンリエッテ（Henriette、通称ヘーテ、
旧姓 Sieckmeyer）が率いる「Schiedmayer & Soehne GmbH & Co. KG」へと改組されます。こ
れ以降、シードマイヤー家はチェレスタと鍵盤グロッケンシュピールの専門メーカーとなります。 
 

エリアンヌ・シードマイヤーの時代  
チェレスタと鍵盤グロッケンシュピールの製造は 1985 年にプロヒン

ゲン郊外のヴェルナウへと場所を移します。その 7年後にゲオルクが

突然死去し、妻でピアニスト・音楽教育者のエリアンヌ（旧姓 Villard）

が会社を引き継ぎました。1995年に義母ヘンリエッテが亡くなると、

エリアンヌは「Schiedmayer Celestabau GmbH」を設立します。5年

後の 2000 年にはシュトゥットガルトにより近いヴェンドリンゲンの

自社社屋へと移転し、2003年より「Schiedmayer Celesta GmbH」（シ

ードマイヤー・チェレスタ社、代表：エリアンヌ）として営業してい

ます。同社により、木製の共鳴箱をもつチェレスタと鍵盤グロッケン

シュピールを専門にするという 1980 年のゲオルクの賢明な選択が結

実しました。シードマイヤー社の楽器は今もヴェンドリンゲンで製造される、正真正銘の“メイ

ド・イン・ジャーマニー”です。製品には 4モデルのチェレスタ（4〜5 1/2オクターブ）、鍵盤グ

ロッケンシュピール、組込式のチェレスタ／グロッケンシュピールをラインナップし、どの楽器

も入念な手作業で製作しています。職人の熟練した技はもちろん、それぞれの楽器に合わせて選

ばれ、特別に保管される材料の質の高さも大きな強みです。シードマイヤー社では一台のチェレ

スタ製作に長いときには 12週間を費やすため、製造台数は年間 25台前後に限られます。 



  

オリジナルのチェレスタ  
シードマイヤー・チェレスタ社は、発明者ヴィクトル・

ミュステル氏の記述通りに、オリジナルの構造でチェレ

スタを製造している世界唯一のメーカーです。巷には、

位置関係やアクションがミュステル氏のものとは異な

っていながら、“チェレスタ”として販売されている楽

器があります。かつてはシードマイヤー社の顧客であっ

た日本のメーカーYAMAHAが 1993年頃から製造してい

る新楽器がその一例で、（ミュステル氏が定義した音を

出すメカニズムとは異なる）グランドピアノのアクショ

ンを採用していながら、この楽器をチェレスタと称して

います。この新楽器は、グランドピアノの弦と同様に音

板を下から打つものです。シードマイヤー社は、いわれ

もなく他メーカーを非難するわけではありません。楽器

に携わられる方であれば、どの楽器にも固有の構造があ

り、固有の名称が付いていることをご承知でしょう。ス

ピネットはチェンバロではないし、クラリネットはオー

ボエではないし、ギターはリュートではありません。シ

ードマイヤー社のチェレスタは、最高品質の材料、熟練

したこだわりのある職人技、そして 120年にわたるチェ

レスタ製造で培ったノウハウの三拍子が揃っているか

らこそ、世界で認められているのです。 
 
世界中の舞台で  
世界中のオーケストラ、オペラ座、劇場、音楽大学、録

音スタジオ、放送局では必ずといっていいほどシードマ

イヤー社の楽器の音を耳にします。シードマイヤー社は

これまでに、シュトゥットガルト州立歌劇場、ニューヨ

ーク・フィルハーモニック、ベルリン・フィルハーモニ

ー管弦楽団、ロンドン交響楽団、シュトゥットガルト音

楽演劇大学、ジュリアード音楽院、ウィーン国立歌劇場、

上海歌劇院など、著名オーケストラや主要ホール・劇場

に楽器を納入しています。また、ノルウェーのバンド

a-ha やアンドレ・リュウ楽団からもオーダーがあり、

チリのフルティジャールやオーストラリア・タスマニア

州のホバートなど遠くは南半球でもシードマイヤー社

の楽器が演奏されています。 
 
 

問い合わせ 
Schiedmayer Celesta GmbH(有限会社シードマイヤー・チェレスタ)	
 

代表	
 Elianne Schiedmayer(エリアンヌ・シードマイヤー) 
Schäferhauser Str. 10/2 - 73240 Wendlingen / Stuttgart - Germany Tel.: +49 (0)7024 5019840 

- mail@schiedmayer-germany.com        www.celesta-schiedmayer.de - 
www.celesta-musical-instrument-info.com 

 

チェレスタのアクション 
 

5 1/2オクターブのチェレスタ 
（スタンダード／コンパクトモデル） 
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世界で唯一のチェレスタ製造メーカー 
考案者ヴィクトル・ミュステルのオリジナル通り 

 
 
 

その他の製品：鍵盤グロッケンシュピール、オルガン用組込み式グロッケンシュピール／チェレスタ 
 

 
73240 Wendlingen / Stuttgart – Germany 
E-Mail: mail@schiedmayer-germany.com 
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1890年から受け継がれるチェレスタ製作の伝統 




